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情報通信審議会 情報通信技術分科会ＩＴＵ部会（第 20回）議事録 

 

１ 日 時 

令和５年１月 25日（水）10時 30 分～11 時 45分 

 

２ 場 所 

Web 会議による開催 

 

３ 出席者 

(1) 委員（50音順(敬称略)） 

伊丹 誠（部会長代理）、江﨑 浩、上條 由紀子、三瓶 政一（部会長） 

(2) 専門委員（50 音順(敬称略)） 

岩田 秀行、内田 信行、岡 敦子、小川 栄治、梶原 ゆみ子、門脇 直人、 

上村 治、釼吉 薫、古賀 正章、武田 幸子、丹 康雄、寺田 健二、 

永沼 美保、西岡 誠治、浜本 雅樹、宮地 悟史、山本 秀樹 

(3) オブザーバー 

荒木 則幸（NTT）、一色 耕治（NTT アドバンステクノロジ）、高谷 和宏（NTT）、 

三宅 優（KDDI総合研究所）、山田 徹（NEC） 

(4) 総務省 

内藤大臣官房審議官 

(5) 事務局 

中里通信規格課長、重野国際情報分析官 他 

 

４ 議事 

(1) ITU 電気通信標準化部門（ITU-T）における活動状況の概要 

(2) その他 
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開  会 

 

○三瓶部会長  それでは皆様、定刻となりましたので、これより情報通信審議会情報通

信技術分科会ＩＴＵ部会第２０回会合を開催させていただきます。 

 皆様、本日は御多用のところ御出席いただきまして、どうもありがとうございます。

このたび、互選によりまして、ＩＴＵ部会長を務めさせていただくことになりました大

阪大学の三瓶でございます。よろしくお願いいたします。 

 本日、委員４名全員の方が出席しておりますので、定足数を満たしております。 

 また、本日は電気通信システム委員会から、宮地専門委員、釼吉専門委員、山本専門

委員に御出席いただいております。 

 また、本日はＩＴＵ－Ｔの各ＳＧの要職者・有識者の方々に、オブザーバーとして御

出席いただいております。 

 ＳＧ２のＮＴＴ一ＡＴ一色様。 

 ＳＧ５副議長のＮＴＴ高谷様。 

 ＳＧ１３議長のＮＩＣＴ谷川様。 

 ＳＧ１５ワーキングパーティー２議長のＮＴＴ荒木様。 

 ＳＧ１７副議長のＫＤＤＩ三宅様。 

 ＳＧ２０副議長のＮＥＣ山田様。 

 以上６名でございます。 

 本日、総務省国際戦略局の田原局長は、別件のため、遅れて御参加の予定となってお

ります。 

 最初に、総務省官房審議官（国際技術、サイバーセキュリティー担当）の内藤審議官

から、御挨拶をお願いいたします。 

○内藤審議官  皆様、おはようございます。官房審議官の内藤でございます。局長の田

原に代わりまして、私から一言御挨拶申し上げます。 

 本日は、お忙しいところＩＴＵ部会に御参加いただきまして、誠にありがとうござい

ます。三瓶先生はじめ皆様には、平素より情報通信行政に御支援を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

 このＩＴＵ部会を始めまして、情報通信審議会は今月より新体制の下でスタートした

ところでございます。通常でしたら、本日は最初のＩＴＵ部会でございますので、部会
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長選任等が行われるところでございますけれども、部会傘下の組織を早急に立ち上げる

必要がございました関係で、委員の皆様にメールでの互選をお願いいたしまして、これ

により、三瓶委員が部会長に選任され、また、伊丹委員が部会長代理として指名された

ほか、部会傘下の委員会の構成員及び主査につきましても、既に指名が行われていると

ころでございます。御報告を申し上げたく存じます。 

 皆様、既に御案内のとおりでございますけれども、昨年９月、ルーマニアのブカレス

トで開催されましたＩＴＵの全権委員会議におきまして、ＩＴＵ電気通信標準化部門、

いわゆるＩＴＵ－Ｔでございますけれども、こちらを担当する電気通信標準化局長にＮ

ＴＴの尾上誠蔵氏が当選されまして、この１月から着任されているところでございます。

私ども総務省といたしましては、尾上新局長、そして、ＩＴＵ－Ｔとしっかり連携いた

しまして、ＩＣＴ分野の国際標準化を通じまして、世界に貢献してまいりたいと存じま

す。構成員の皆様方におかれましては、今後、ＩＴＵにおける標準化活動の在り方等に

つきまして御議論いただき、我が国の国際競争力の強化に向けて御助言を賜りますよう、

改めてお願い申し上げます。 

 本日は、ＩＴＵ電気通信標準化部門の活動状況について御説明させていただきます。

世界電気通信標準化総会、いわゆるＷＴＳＡ‐２０につきましては、コロナの影響で開

催が延期され、ようやく昨年３月に開催されたところでございますけれども、来年２０

２４年の１１月には、早速、次のＷＴＳＡの開催が予定されているところでございます。

この総会に向けまして、対処方針等について御答申いただきたく、今回は、それに向け

て現況の御報告をさせていただくことにしてございます。ぜひ、皆様方の活発な御議論

をお願い申し上げまして、簡単ではございますが、私からの御挨拶とさせていただきま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 また、総務省側におきまして人事異動があったと聞いておりますので、簡単に御紹介

をお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 昨年夏の人事異動におきまして、ただいま御挨拶いたしました内藤審議官に加えまし

て、中里通信規格課長が新たに着任しております。中里通信規格課長より、一言挨拶を

お願いいたします。 

○中里通信規格課長  通信規格課長の中里と申します。 
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 昨年６月に着任いたしまして、既に半年以上経ってございますが、この部会の皆様、

専門委員には新しい方もいらっしゃいますけれども、活発な御議論をお願いしたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 本日の会議ですが、ウェブ会議となりますので、御発言の際にはチャット欄に御氏名

を記入いただきまして、マイクをオンにして、お名前を言っていただきまして、御発言

をお願いしたいと思います。 

 また、本日の会議の傍聴につきましては、ウェブ会議システムによる音声のみの傍聴

とさせていただいております。 

 それでは、まず、事務局から配付資料の確認をお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  資料につきましては、昨日、電子メールにてお送りしておりま

す。ただいま議事次第を画面に表示しておりますけれども、議題次第のほかに、下のほ

うに配付資料とございますが、資料２０－１、ＩＴＵ－ＴにおけるＳＧの活動状況、資

料２０－２、ＩＴＵ部会傘下の委員会の開催概要、そして参考資料１、２、３としてＩ

ＴＵ部会構成員一覧、委員会構成員一覧、ＩＴＵ電気通信標準化局長選挙の結果につい

て、でございます。御確認ください。 

 以上です。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 では、続きまして、議事に入ります前に、ＩＴＵ部会長の互選の経緯につきまして、

事務局から御報告をお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  事務局の総務省の通信規格課国際情報分析官をしております重

野と申します。よろしくお願いいたします。 

 ＩＴＵ部会長の互選の経緯とＩＴＵ部会の新体制につきまして御報告いたします。 

 先ほど、審議官の内藤からも御挨拶の中で少し触れましたけれども、１月１２日に開

催されました情報通信審議会の総会におきまして、情報通信技術分科会の所属指名が行

われまして、委員の皆様におかれましては、前期に引き続き、情報通信技術分科会に御

所属いただくことになりました。ＩＴＵ部会構成員の一覧は参考資料２０－１でござい

ます。前期まで情報通信技術分科会及びＩＴＵ部会に御所属いただいていた大島まり委

員につきましては、退任されまして、今期の技術分科会所属委員は１名減の１４名とな

っております。 
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 技術分科会組織の立ち上げにつきましては、当初は１月２４日、昨日開催の技術分科

会において、分科会長の互選、分科会長代理の指名、そして本日、１月２５日水曜日開

催のＩＴＵ部会においてＩＴＵ部会長の互選及び部会長代理の指名をそれぞれ予定し

ていたところでございますが、先ほど三瓶先生から御発言がありましたとおり、急遽、

ＩＴＵ部会所属の委員会を１月２０日金曜日に開催する必要が生じました。このため、

早急に分科会とＩＴＵ部会の組織を立ち上げる必要が生じました。 

 このため、技術分科会長、ＩＴＵ部会長につきましては、メールにより互選という形

で行わせていただきました。 

 技術分科会長のメール互選につきましては先週行われまして、ＩＴＵ部会長のメール

互選につきましては先週の１月１７日から行いまして、三瓶委員が部会長として選出さ

れました。また、部会長代理につきましては、三瓶部会長より、伊丹委員が指名されま

した。 

 以上、御報告申し上げます。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 ただいまの報告の経緯のとおり、私が部会長を仰せつかることになりましたので、よ

ろしくお願いいたします。 

 早速ではございますが、ＩＴＵ部会の開催に当たりまして、私から一言御挨拶を申し

上げさせていただきます。 

 まず、ＩＴＵという組織ですけれども、電気通信の良好な運用によって、各国間の平

和的関係、国際協力、経済的、社会的発展を円滑にすることが目的でございまして、Ｉ

ＴＵで、例えば様々な標準規格の策定が行われる、あるいは無線においてはスペクトル

の利用などが決められていく、国際的に合意されていくような流れとなっております。

そういう意味で、ＩＴＵというのは非常に重要な国際協調、国際連携の場であると同時

に、情報通信で言うと、標準規格というのもございますし、無線の場合には標準規格の

外枠を埋めるというか、詳細規格以外の部分を決めていく、そんな位置づけになってお

ります。 

 片や情報通信技術というものは、ちょうど現時点で５Ｇの時代となりまして、２０３

０年には６Ｇの時代に入ると言われております。そういう中で、情報通信というものが

単に情報を運ぶだけではなくて、我々の社会システムの中に深く入り込んでいく時代に

変わっていった。すなわち、我々の社会システム全てが情報通信ネットワークに接続さ
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れ、オペレーションされていくような時代に入ったということで、情報通信の位置づけ

というものがより重要な立場になった、そういう時代になっております。 

 そういう意味で、特に情報通信の分野では標準化ということが重視されますし、ある

いは市場にどんどん入っていかなくてはいけない。特に市場に入っていくという部分で

は、日本はまだ不十分な点が多々あると言われておりますけれども、いずれにしまして

も、ＩＴＵというものは外側で大きなフレームをつくっていくのが重要なミッションに

なっておりますし、先ほど御報告がありましたけれども、尾上さんがＩＴＵ－Ｔの次期

の局長として選任されている。そういう中で、ＩＴＵの中での活動というものは、より

重要な部分になっていくと思われます。 

 特にＢｅｙｏｎｄ ５Ｇの時代には、今まで、地上ネットワークとか、衛星とか、それ

ぞれ別個に議論されていたものが連携して動いていく時代になりまして、そういう意味

では、ＩＴＵの組織の在り方、議論のやり方も、これから大きく変わっていく時代にな

るのではないかと予想されるわけですけれども、そういう中で、ＩＴＵの位置づけとい

うものは非常に重要性が増していくタイミングになりますので、日本側の寄与を議論す

るＩＴＵ部会の議論というものは非常に重要になっていくのだろうと思われます。そう

いう中での議論をより有効なものにしていく、より重要な寄与ができるような部会にし

ていくという意味で、微力ながら、部会長として仕事をしたいと思いますので、皆様も

御協力をよろしくお願いできればと思っております。 

 以上です。 

 それでは続きまして、部会長代理の伊丹委員より、一言御挨拶をお願いいたします。 

○伊丹部会長代理  今回、部会長代理を仰せつかりました伊丹でございます。微力では

ございますが、部会長のサポートを務めさせていただければと思います。今後とも日本

がＩＴＵにおいて大きな役割を果たせるよう、皆様からの御意見を参考にさせていただ

きながら、活発な議論を進めていければと思っております。よろしくお願いいたします。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 では、続きまして、ＩＴＵ部会の新体制につきまして、事務局から御報告をお願いい

たします。 

○重野国際情報分析官  ＩＴＵ部会の組織体制につきまして御報告いたします。参考資

料２０－２の表の表示をお願いいたします。 

 ＩＴＵ部会に所属する委員会の構成員及び委員会の主査につきましては、情報通信審
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議会情報通信技術分科会決定第４３号第４項の規定により、ＩＴＵ部会長が指名するこ

ととなっております。 

 本来であれば本日の会議で指名する形であったところですが、先ほど御説明しました

とおり、１月２０日に委員会を開催しなければならない事情が発生したことから、先ほ

ど申し上げましたとおり、メール互選において選任されました三瓶部会長より、参考資

料２０－２のとおり、既に御指名いただいているところでございます。 

 ＩＴＵ部会に属する委員会ですが、前会期と同じ、６個の委員会の構成となっており

ます。簡単に御紹介させていただきます。 

 最初に、電気通信システム委員会、こちらは主査として、引き続き、北陸先端科学技

術大学院大学の丹専門委員にお願いしております。 

 では、次のページをお願いいたします。続きまして、ＩＴＵ－Ｒの無線通信諮問委員

会（ＲＡＧ）とＳＧ１を担当いたします周波数管理・作業計画委員会の主査につきまし

ては、一般社団法人電波産業会（ＡＲＩＢ）の横山専門委員にお願いいたしております。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。ＩＴＵ－ＲのＳＧ３を担当いたします

電波伝搬委員会の主査につきましては、引き続き、情報通信研究機構（ＮＩＣＴ）の石

井専門委員にお願いしております。 

 では、次のページをお願いいたします。ＳＧ５とＳＧ７を担当いたします衛星・科学

業務委員会の主査は、引き続き、東北大学の加藤専門委員にお願いしております。 

 では、次のページをお願いいたします。ＩＴＵ－ＲのＳＧ５を担当いたします地上業

務委員会の主査につきましては、引き続き、大阪大学の三瓶委員にお願いしております。 

 続きまして、次のページをお願いいたします。ＩＴＵ－ＲのＳＧ６を担当いたします

放送業務委員会の主査につきましては、東京理科大学の伊丹委員にお願いしております。 

 ＩＴＵ部会に所属する委員会の構成及び主査につきましては以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 ただいまの事務局の御説明のとおり、各委員会の主査及び構成員を指名させていただ

きましたので、よろしくお願いいたします。 

 本日はＩＴＵ部会の構成員が決定してから初めての会合となりますので、皆様から、

一言ずつ御挨拶いただきたいと思います。では、事務局からお願いします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 
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 それでは、参考資料２０－１（ＩＴＵ部会構成員名簿）の順に、構成員の皆様方から

御挨拶をお願いいたしたいと思います。 

 なお、本日、今井専門委員、高嶋専門委員、藤本専門委員は、御都合により御欠席と

の御連絡をいただいております。 

 では、三瓶部会長と伊丹部会長代理からは先ほど御挨拶いただきましたので、江﨑委

員から、御挨拶を一言ずつお願いいたします。 

○江﨑委員  東京大学の江﨑でございます。 

 いろいろなところで、５Ｇ、６Ｇ、それからデジタルネットワークに対する要求は非

常に大事になってきております。その中でのＩＴＵということになりますので、非常に

重要なミッションを持っていると思います。ほかの標準グループとの連携もしつつ、非

常に大きな仕事をしなければいけないと思いますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では、長崎大学、上條委員、お願いいたします。 

○上條委員  長崎大学研究開発推進機構ＦＦＧアントレプレナーシップセンターの上條

と申します。 

 今期も情報通信政策のために、知的財産、標準化政策の観点から、微力ながら力を尽

くしていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上になります。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＴＴＣ、岩田専門委員、お願いいたします。 

○岩田専門委員  おはようございます。皆様、大変お世話になっております。ＴＴＣの

岩田です。 

 国内ＳＤＯとして、微力ながら貢献させていただきたいと思っております。よろしく

お願いします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では、楽天モバイル、内田専門委員、お願いいたします。 

○内田専門委員  楽天モバイル、内田でございます。 

 我々も後発の事業者でありますけれども、ＩＴＵにおける活動をランプアップして始

めておりますので、微力ながら、この部会に関しても貢献できればと思いますので、よ
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ろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では、ＮＴＴ、岡専門委員、お願いいたします。 

○岡専門委員  ＮＴＴの研究企画部門長を拝命しております岡と申します。 

 今回からの参加になりますので、いろいろ御指導いただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。以上です。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では、フジテレビ、小川専門委員、お願いいたします。 

○小川専門委員  フジテレビの小川です。 

 放送業界にとっても、情報通信は非常に密接な関係になっております。この会でいろ

いろ学びながら、協力できるところはしていきたいと思っておりますので、よろしくお

願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では、富士通、梶原専門委員、よろしくお願いいたします。 

○梶原専門委員  富士通の梶原と申します。 

 過去、何度か出席がかなわない機会がございましたが、今後、グローバルに、情報通信

というのは非常に重要なイシューでありますので、可能な限り出席し、本部会に貢献で

きるようにしてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では、ＮＩＣＴ、門脇専門委員、よろしくお願いいたします。 

○門脇専門委員  ＮＩＣＴ理事の門脇でございます。 

 ＮＩＣＴとしましても、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの研究開発に関しては、自ら行うと同時に、

国内の企業、大学の皆様等と連携しながら進めている立場でございます。ＩＴＵへのイ

ンプットという意味でも非常に重要な部会だと思っておりますので、引き続き、貢献さ

せていただければと思います。よろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では続きまして、ソフトバンク、上村専門委員、お願いいたします。 

○上村専門委員  ソフトバンクの上村でございます。 

 昨今、ＩＴＵ活動をはじめ、国際標準化活動は非常に重要性も増していると考えてお

ります。私も一部の会合には参加していますけれども、この場でも、ぜひ貢献していき
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たいと考えております。よろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございました。 

 続きまして、ＫＤＤＩ、古賀専門委員、お願いいたします。 

○古賀専門委員  ＫＤＤＩ、古賀でございます。 

 ＫＤＤＩで国際標準化を統括しております。ＫＤＤＩとして、日本のプレゼンス発揮

に、微力ながら貢献したいと思っています。今後ともよろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございました。 

 では続きまして、日立製作所、武田専門委員、よろしくお願いいたします。 

○武田専門委員  おはようございます。株式会社日立製作所研究開発グループ技術戦略

室の武田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では続きまして、北陸先端科学技術大学院大学、丹専門委員、よろしくお願いいたし

ます。 

○丹専門委員  北陸先端大の丹です。 

 前期に引き続き、有線のＩＴＵ－Ｔを中心にお世話になりますけれども、昨今の社会

のデジタル化とか、それから我が国でのデジタル田園都市国家構想、こういうもので情

報通信と情報処理の間の境目がより一層曖昧になってきているところもありますので、

回りのＳＤＯとの連携も含め、皆様方と進めて参りたいと思いますので、よろしくお願

い申し上げます。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＮＨＫ、寺田専門委員、よろしくお願いいたします。 

○寺田専門委員  ＮＨＫ、寺田です。 

 ２期目になります、よろしくお願いします。放送事業にとっても、情報通信、また、

ＩＴＵの標準化活動は非常に重要な業務になってきますので、微力ながら協力させてい

ただきます。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 続きまして、ＮＥＣ、永沼専門委員、よろしくお願いいたします。 

○永沼専門委員  ＮＥＣの永沼でございます。 

 ＮＥＣはＩＴＵの３局におけるセクターメンバーでもございます。このセクターメン

バーとして、また、私自身、ＩＴＵ－Ｔのアドバイザリーグループの副議長を拝命して
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おります。こちらの観点から、ぜひ貢献してまいりたいと思います。どうかよろしくお

願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では続きまして、ＡＲＩＢ、西岡専門委員、よろしくお願いいたします。 

○西岡専門委員  ＡＲＩＢの西岡でございます。 

 本年はＩＭＴ－２０３０、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの標準化も本格化していくところだと

思いますので、会の皆様の協力をいただきながら、微力ながら貢献できればと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございました。 

 では、ＮＴＴドコモ、浜本専門委員、よろしくお願いいたします。 

○浜本専門委員  ドコモの浜本でございます。 

 ＩＴＵ活動を通して、５Ｇ、及びその先の６Ｇを社会基盤として有効に展開していけ

ればと考えております。微力ながら、このＩＴＵ活動に対して貢献してまいりたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  どうもありがとうございました。 

 では、委員、専門委員の構成員の皆様の御挨拶は以上となります。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 

議  事 

 

（１）ＩＴＵ電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）における活動状況の概要 

 

○三瓶部会長  それでは、議事に入りたいと思います。 

 まず、（１）ＩＴＵ電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）における活動状況の概要につい

て、でございます。 

 まず事務局から資料を御説明いただき、引き続きまして、各ＳＧの要職者の方から補

足コメントをいただきたく思います。資料はＳＧごとに作成されておりますので、ＳＧ

ごとに区切って御説明いただき、その都度、ＳＧの要職者からの補足コメントをいただ

ければと思います。全てのＳＧの御説明が終わりました後に、質疑の時間を設けさせて

いただきたいと思います。 
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 では最初に、ＳＧ２関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願いします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 すみません、ＳＧ２の前に、１つ前のページで、表示を１ページ目に戻していただき

まして、電気通信標準化部門における昨年２０２２年のＷＴＳＡ以降の研究体制という

ことで、このように１１個のＳＧ（スタディーグループ）、それから左下の電気通信標準

化諮問委員会がございます。ＳＧ９の宮地議長、ＳＧ１３の谷川議長をはじめ、多くの

ＳＧで日本人の役職者が選出されている状況でございます。 

 では、次のページに進んでいただきまして、ＳＧ２の活動状況でございます。研究対

象は「サービス提供の運用側面及び電気通信管理」です。我が国から選出されているＳ

Ｇの要職者はおりません。 

 ２．最近の主な議論ですけれども、②ＳＧ課題（Work items）のうち、近年、関連す

る寄書提出がなくて議論の進展がない７件の課題につきましては削除されました。また、

１５件の新規課題が開始されているところでございます。続きまして③ＵＰＴ

（Universal Personal Telecommunication）関連勧告の停止ということで、ＵＰＴとい

うものは１９９３年に承認されたものでございますが、勧告で特定されるようなＵＰＴ

サービスが現在既に提供されていないなどといった理由から、ＵＰＴ関連の４つの勧告

が削除されたことと、関連するＳＧにはリエゾンが送付されたということでございます。 

 私からの説明は以上です。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 それでは、ＳＧ２の一色様より、補足コメントがあればお願いいたします。 

○一色様  一色です。 

 そうですね、この資料に関しては特にないですかね。ただ、②ＳＧ２課題で、あまり

具体的には書いていないですけれども、昨今、特に番号関係で、いろいろ番号詐称とか

いう問題が起きていますので、その辺の話とか、あと、サービス的にはＩｏＴ、ＭＴＭ

サービス関係とかのキャリアスイッチング関係とか、あと、ＯＴＴサービス周りの番号

に関する話とか、そういったものがかなり寄書も増えて、中心になって議論されている

状況でございます。 

 以上でございます。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ５関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願いし
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ます。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では、ＳＧ３は飛ばしまして、ＳＧ５になります。研究対象は「電磁界、環境、気候

活動、持続可能なデジタル化及び循環経済」でございます。我が国からは、ＳＧの副議

長としてＮＴＴ高谷様をはじめ、記載の方々が要職者として選出されておるところです。 

 ２．最近の主な議論でございますが、①過電圧、ＥＭＣ、ＥＭＦ関連の標準化活動、

②環境・気候変動関連の標準化活動が進められておりまして、①の過電圧耐力につきま

しては、日本からも提案を行っているところでございます。③ＦＧ－ＡＩ４ＥＥ、これ

はＡＩ及びほかの新技術の環境効率に関するＦＧ（フォーカスグループ）というもので、

２０２２年１２月の会合で活動を終了しました。このＦＧの成果文書につきましては、

ＳＧ５、ＳＧ２０で勧告化、補足文書化が予定されております。ＦＧというものですけ

れども、右下に補足を入れておりますが、勧告の策定の検討に当たり、幅広く情報を収

集することを目的として、ＩＴＵのメンバーでなくとも参加可能な時限的な組織でして、

これはＳＧ５以外でも、多くのＳＧでＦＧの活動を設置しているものでございます。 

 私からＳＧ５の説明は以上です。 

○三瓶部会長  それでは、ＳＧ５副議長の高谷様より、補足コメントがあればお願いい

たします。 

○高谷様  ありがとうございます。 

 重野様より御説明いただいたとおりですが、ＳＧ５は、少し環境と気候変動に関する

ワーキングパーティー（ＷＰ）体制のほうに、今回のＷＴＳＡの後に変更がございまし

て、以前は環境と気候変動を、１つのＷＰでやっておったんですが、今回、環境的側面

で、特にＩＣＴに関わる部分、省エネも含めたそういった部分と、あとは気候変動対策、

国連からのミッションとしてＳＧ５に使命が課せられているようなところでございま

すけれども、その２つのＷＰに分かれて、①と②のほうが２つということで、３つのＷ

Ｐ体制で、より詳細な議論をするようになったというところで、少し補足させていただ

きます。よろしくお願いします。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ９関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願いし

ます。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 
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 ＳＧ９の活動状況でございます。研究対象は「音声映像コンテンツ伝送及び統合型広

帯域ケーブル網」でございまして、主にケーブルテレビを対象としております。また、

ＫＤＤＩの宮地様が、前の会期に引き続き、議長を務めておられます。このほかにも日

本ケーブルラボ、ＫＤＤＩからＳＧの要職者が選出されている状況でございます。 

 ２．最近の主な議論等といたしましては、①研究課題１：映像及び音声番組伝送、②

研究課題４：デジタルケーブルテレビ実装・商用展開のためのガイドラインにつきまし

て、我が国から積極的に提案を出しておりまして、新規作業項目や補遺文書の改定が合

意されているというものです。③研究課題９：高度サービス提供プラットフォームにお

きまして、我が国から提案した勧告案「ＩＰマルチキャスト上で可変ビットレート伝送

を実現するための要件を定める勧告案」につきまして、合意に向けた検討が進められて

おる状況でございます。 

 私からの御説明は以上です。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では、ＳＧ９議長の宮地専門委員より、補足コメントがあればお願いいたします。 

○宮地専門委員  御説明ありがとうございます。ＫＤＤＩの宮地です。 

 活動内容については、基本的に資料の記載のとおりですが、ＳＧ９はＩＴＵ－Ｔの中

でも放送分野を扱うＳＧということで、ちょっと特殊な位置づけということもあって、

過去、参加人数が少なくて、小さなＳＧとして、会期が切り替わるたびに存続の議論と

かにさらされてきました。 

 そういった中で、前会期、ＳＧ９のモメンタムの向上といったところに取り組んでい

まして、ＳＧ会合のたびにワークショップを開いて、ＩＴＵ－Ｔのメンバー外の方にも

参加して貰い、そういうプロモーション活動をやってきた結果、前会期、参加者数を期

初に比べて期末で１.５倍ぐらい増やしまして、その増えた状態を維持して新会期に突

入したという状況です。プロモーション活動を続けてきたおかげもあって、各地域から

会合の招聘の手が挙がるような状況にもなっていまして、１の（３）で２０２３年は春

頃に予定（場所未定）となっているんですが、今、インドからホストの手が挙がってい

まして、５月にインドで開催すべく、最終調整しているところです。あと２０２３年の

冬に、南米地域から今提案が来ておりまして、それの開催に向けて調整を進めていると

ころでございます。あと、５Ｇ無線とケーブルテレビの連携みたいなものも取り組み始

めていますので、Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇの文脈に乗って、日本のプレゼンスもＳＧ９の中で
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示していければと思っております。 

 以上となります。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ１１関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願い

します。 

○重野国際情報分析官  ＳＧ１１につきまして御説明いたします。研究対象は「信号要

求、プロトコル、試験仕様及び偽造ＩＣＴデバイス対策」でございます。我が国からは、

ＷＰ３議長としてＮＩＣＴの釼吉様が選出されております。 

 ２．最近の主な議論でございますけれども、②量子鍵配送ネットワーク（ＱＫＤＮ）

のプロトコルにつきまして、Ｑ２で議論が進展しておりまして、４件の勧告草案が議論

されておるところです。これにつきましては、我が国からも積極的に寄書を提出し、議

論をリードしているところでございます。③ＦＧ－ＴＢＦｘＧということで、Focus 

Group on Testbeds Federations for IMT-2020 and beyond ということで、これはテス

トベッドの仕様をＳＤＯ、標準化機関、それからフォーラム全体で調和させるためのプ

ラットフォームとして機能するものでございます。そのようなＦＧでございます。２０

２１年１２月にＳＧ１１会合で設立した後、これまでに３回のバーチャルのＦＧ会合が

開催されまして、検討が進められている状況でございます。 

 私からＳＧ１１の御説明は以上です。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 では、ＳＧ１１ＷＰ３議長の釼吉専門委員より、補足コメントがあればお願いします。 

○釼吉専門委員  ＮＩＣＴの釼吉です。 

 今、御紹介のありましたとおりです。特に量子鍵配送ネットワークに関しては、今、

Ｑ２でプロトコルの議論をしています。ＳＧ１１の検討課題は、より実装に近い、開発

に近いところを検討しているということです。今、国内では東京ＱＫＤＮに、ＮＩＣＴ

と戦略パートナーの皆様と一緒になって、ネットワークの拡張工事と大規模な実証実験

を行おうという開発を進めているところです。こちらの標準化は、東京ＱＫＤＮの開発

と実証実験の進捗に合わせて、タイムリーな標準化を行えるよう、国内のベンダーと協

力して進めている状況です。この後、ＳＧ１３、ＳＧ１７からも量子鍵配送の御報告が

あると思います。量子鍵配送に関して、複数のＳＧにまたがった議論が始まっている状

況のため、昨年１２月のＴＳＡＧでは、ＪＣＡ‐ＱＫＤＮ、Joint Coordination Activity
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という活動が開始されることが合意されております。今年の３月に第１回目の会合が行

われる状況になっています。 

 以上です。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ１２関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願い

します。 

○重野国際情報分析官  ＳＧ１２につきまして御説明させていただきます。研究対象は

「性能、サービス品質（ＱｏＳ）及びユーザ体感品質（ＱｏＥ）でございます。我が国

からは、ＮＴＴの山岸様がＳＧの副議長、ＷＰ３副議長、Ｑ１３ラポーターとして選出

されている状況です。 

 ２．最近の主な議論でございますけれども、①マルチメディア品質の客観モデルとツ

ールの検討、②ＩＰに関するＱｏＳとＱｏＥの検討について議論されております。たく

さん記載があるのですけれども、モバイル音声の関係が①のＱ１５、ポツの下から２番

目と３番目ですけれども、あとは②のＱ１７、ポツの下から３番目になりますけれども、

そういった活動が行われている状況でございます。 

 私からの御説明は以上です。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 ＳＧ１２の有識者につきましては、本日、まさに会合の対応中ということで、欠席と

なっております。 

 では続きまして、ＳＧ１３関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願い

いたします。 

○重野国際情報分析官  ＳＧ１３につきまして御説明いたします。研究対象は「将来網

及び新興ネットワーク技術」でございます。議長といたしまして、ＮＩＣＴの谷川様が

選出されているほか、ＮＩＣＴの方がラポーターとして選出されております。 

 ２．最近の議論でございます。４つの項目について書いておりますけれども、先ほど

釼吉様からも、ＱＫＤＮについては、ＳＧ１１、１３、１７で検討されているというこ

とがございましたが、量子鍵配送ＱＫＤＮについてが、主な議論となっております。そ

のほかに、②ＡＩ（人工知能）、ＭＬ（マシンラーニング）、③はＦＭＳＣということで

固定とモバイルと衛星の連携ということ。この①、②、③につきましては、我が国から

も積極的に寄書提出を行っているものでございます。特に②ＡＩ／ＭＬでは２ポツ目、
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ネットワークの自動運用技術を検討するための FG-Autonomous Network、ネットワーク

の自動運用技術の検討をするためのＦＧというのが我が国の企業からの提案によりま

して２０２０年１２月に設置されまして、活発に活動している状況でございます。 

 私からの説明は以上でございます。谷川様は遅れて御参加という連絡をいただいてお

りまして、まだ参加されていないようですので、谷川様からのコメントは後回しにさせ

ていただければと思います。 

 以上です。 

○三瓶部会長  分かりました。どうもありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ１５関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願い

いたします。 

○重野国際情報分析官  ありがとうございます。 

 では続きまして、ＳＧ１５の御説明をさせていただきます。研究対象は「伝送、アク

セス及びホーム網のためのネットワーク技術と基盤設備」で、ネットワークのレイヤー

を担当するＩＴＵ－Ｔの中でも最大規模のスタディーグループとなっております。我が

国から選出されている要職者としましては、ＷＰ２議長としましてＮＴＴの荒木様が選

出されているほか、記載の方々がラポーターになっております。 

 ２．最近の主な議論でございますけれども、４つ紹介しております。①光アクセスシ

ステム関連、②光ファイバー関連、③Optical Transport Network（ＯＴＮ）関連、５Ｇ

モバイルへの対応、これらはやはり光の伝送の関係でございます。②のマルチコアの光

ファイバーなどにつきましては、特に我が国からも積極的な提案を行っている状況でご

ざいます。それから④５Ｇモバイルの大容量・低遅延通信のための高精度時刻・周波数

同期技術に関する議論、これらにつきましては時刻同期に関連するものでして、これに

つきましては、ほかのＳＤＯとも連携しつつ、検討を進めるという状況でございます。 

 私からＳＧ１５の御説明は以上です。 

○三瓶部会長  それでは、ＳＧ１５ＷＰ２議長の荒木様より、補足コメントがあればお

願いいたします。 

○荒木様  ＮＴＴの荒木です。よろしくお願いいたします。 

 先ほど御説明いただきましたように、ＳＧ１５では光の物理網の実装に近いところの

標準化を行っておりまして、西側諸国のベンダー、エリクソン社をはじめ、中国からの

ベンダー、キャリア、多数参加しておりまして、非常に活発なＳＧとなっております。
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ＳＧ１５の主な方向性としましては２つ挙げられまして、先ほど御説明いただいたよう

に、将来ネットワークの大容量化とモバイル、主に５Ｇ、そしてこれからはＢｅｙｏｎ

ｄ ５Ｇへの対応という２点を集中してやっております。アクセス系につきましては、５

０ギガのＰＯＮとか、そういった大容量化をどんどん進めていますところと、モバイル

フロントホールへの適用ということでＷＤＭ‐ＰＯＮなどの新しい技術が使われてい

ます。マルチコア光ファイバーをはじめとする将来ネットワークに対するＳＤＭ技術、

空間多重技術の検討も進めておりまして、将来の光ファイバーネットワークの大容量化

にも検討しております。そのほかは５Ｇの主にコアネットワークへの適用となりますが、

こちらは４００Ｇとか、将来、８００Ｇに向けた検討というのも既に始まっております

し、特に自動運転等のサービスへの適用に向けた低遅延化といったところも検討が進ん

でいる状況となっております。 

 以上となります。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ１６関連の活動状況につきまして、事務局から御説明をお願い

します。 

○重野国際情報分析官  ＳＧ１６につきまして御説明いたします。研究対象は「マルチ

メディア及び関連デジタル技術」でございます。動画コーデックなどの標準化もしてお

ります。（２）我が国から選出されております議長・副議長等といたしましては、沖電気

工業の山本様が副議長、ＷＰ２共同議長、Ｑ２７ラポーターとして選出されているほか、

記載の方々が要職者となっております。 

 ２．最近の主な議論としまして、②日本企業・アカデミアからの新規提案としまして、

記載の３件の新規勧告作成の提案を行いまして、承認されているところでございます。

また、③メタバースに関するＦＧの設置について提案がありまして、これにつきまして

は議論が行われまして、メタバースにつきましては、セキュリティーも含めまして、扱

う範囲が広いことから、後ほど、最後にＴＳＡＧ、電気通信標準化諮問委員会のページ

で御説明いたしますけれども、ＴＳＡＧの会合におきまして、ＴＳＡＧを親ＳＧとしま

してＦＧを設置することが承認されたという状況でございます。それから、⑤ＦＧの動

向としまして、ＳＧ１６の配下には３つのＦＧがあるということで、うち２つから最終

報告がなされたという状況でございます。 

 私からＳＧ１６の御説明は以上です。 
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○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 ＳＧ１６副議長の山本専門委員より、補足コメントがあればお願いします。 

○山本専門委員  ＳＧ１６の副議長を務めさせていただいております沖電気の山本です。 

 ＳＧ１６は、毎回４００名程度の参加と２００件弱の寄書があって、非常に大規模な

ところで議論しています。コロナが終わりましたので、実際、ジュネーブでの会議が今

始まったところです。日本からは、最近では日本インダストリアルイメージング協会と

いうマシンビジョンの業界団体の方が参加されて、非常に活発に活動されています。こ

ういった活動には岩田様の御指導の下、ＴＴＣ様に非常に協力いただいて進めておりま

す。また、先ほど重野様からお話がありましたメタバースにつきましては、マルチメデ

ィアが密接に関係しますので、ＳＧ１６の下でのＦＧの設置もＳＧ１６として提案して

おりましたが、結果的にはＴＳＡＧの配下で進めることになりました。しかしながら、

もともと提案していましたＳＧ１６のメンバーがその中にも関わりつつ、アウトプット

に関しては、多くはＳＧ１６の中で勧告が進むと思われますので、今後、そういった活

動が盛んになっていくと思います。 

 以上です。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ１７関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願い

いたします。 

○重野国際情報分析官  ＳＧ１７につきまして御説明いたします。研究対象は「セキュ

リティー」でございます。我が国からは、副議長・ＷＰ議長としましてＫＤＤＩの三宅

様が選出されているほか、記載の方々が要職者となっております。 

 ２．最近の主な議論につきまして、①から⑤までの５項目を紹介しております。①５

Ｇセキュリティーにつきましては、標準化ロードマップが技術文書として成立したほか、

総務省予算により作成しました「５Ｇセキュリティーガイドライン第１版」が新規作業

項目設立として合意されました。②量子鍵配送（ＱＫＤ）につきましては、ＳＧ１１、

ＳＧ１３でも触れられておりますけれども、ＳＧ１３で策定された勧告を踏まえまして、

セキュリティー制御の管理に関する要件の検討着手に向けた提案を我が国から行いま

して、作業が進められております。④ＩｏＴシステムのためのセキュリティー管理策に

つきましても、我が国から提案を行っているものでございます。 

 私からＳＧ１７の御説明は以上です。 
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○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 それでは、ＳＧ１７副議長の三宅様より、補足コメントがあればお願いいたします。 

○三宅様  ＫＤＤＩの三宅です。御紹介ありがとうございます。 

 ＳＧ１７は、ＩＴＵ全体を含めてセキュリティー全般を取り扱っているということで、

非常に幅広い活動をしているんですが、ここに書かれたことは特に日本が関与している

ところかなと思っています。量子鍵配送に関しては、先ほどＳＧ１１、１３で御紹介が

あったとおり、日本は非常に貢献している分野であります。あと、委員の方からいろい

ろ御説明がありましたとおり、特に５Ｇ時代になって、通信が非常にいろいろな分野に

使われてくるようになったことと、５Ｇに関しては、アメリカ、ヨーロッパを含め、各

国政府レベルで、セキュリティー対策、インフラのセキュリティー対策としていろいろ

な文書が出ている中で、日本としても、このＩＴＵ－Ｔのところに文書を提案している

ということです。仕様に関するセキュリティーだけではなくて、システムとか、運用と

か、全般ということで、セキュリティーの範囲も非常に広くなっているという認識です。

Ｂｅｙｏｎｄ ５Ｇ、６Ｇについても、去年８月にセキュリティーワークショップを開催

しまして今後議論していくことになっておりますので、この辺り、非常に重要になるか

と考えております。 

 以上となります。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では続きまして、ＳＧ２０関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願い

します。 

○重野国際情報分析官  ＳＧ２０につきまして御説明いたします。研究対象は「ＩｏＴ

とスマートシティ・コミュニティー」でございます。我が国からは、副議長及び JCA-IoT 

and SC＆C 共同コンビナーとしまして、ＮＥＣの山田様が選出されております。 

 ２．最近の主な議論でございますけれども、①前回の会合で、インドから、地域グル

ープ成立という提案をしたいという旨の発言がございまして、次回の会合で議論される

見込みでございます。②公衆衛生関連の提案が複数出されておるところです。２０２２

年、昨年７月の会合でギリシャから提出されたほか、３年近く前ですけれども、２０２

０年５月の会合で中国から提案されている状況でございます。③ＩＥＣから「都市情報

モデリングと都市のデジタルツイン」の合同作業のリエゾン文書が提出されまして、議

論の結果、JCA-IoT and SC＆C、ＪＣＡはジョイント・コーディネーション・アクティビ
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ティーというものですけれども、ＩｏＴとスマートシティ・アンド・コミュニティーの

ＪＣＡというもので、こちらが本件の連携に対応することにすることとなりまして、こ

の共同コンビナーに副議長をされておりますＮＥＣの山田様が選出されている状況で

ございます。 

 私からＳＧ２０の御説明は以上です。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 では、ＳＧ２０副議長の山田様より、補足コメントがあればお願いいたします。 

○山田様  ＮＥＣの山田でございます。ＳＧ２０の副議長を担当させていただいており

ます。 

 直近の活動で、日本、日本企業の貢献について、少し補足させていただきたいと思い

ます。国内では道路とか橋、トンネル等の交通インフラの老朽化が著しいところで、こ

れの劣化診断をＩｏＴ、センサーからの情報を用いて診断するというシステムの機能要

件、これを国際標準にするという活動を沖電気さん主導で行いまして、昨年、作業を完

了しまして、Ｙ．４２１０という国際標準として完成をしているところでございます。

今後もこのような日本国内の社会課題、かつ、それも世界共通の課題みたいなところを

ＩＴＵ－Ｔで国際標準化をして、海外展開、インフラ輸出といったところに貢献できる

ようにしていきたいと考えております。 

 もう１点、ＳＧ２０の配下にもＦＧが一つございます。それは農業に関するもので、

農業におけるＡＩもしくはＩｏＴの活用といった標準化の前の段階の議論、つまり、今、

ユースケース、事例を集めるといった活動をしているところでございます。 

 以上です。ありがとうございました。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 それでは、最後にＴＳＡＧ関連の活動状況につきまして、事務局より御説明をお願い

します。 

○重野国際情報分析官  ＴＳＡＧ、電気通信標準化諮問委員会につきまして御説明いた

します。研究対象は「ＩＴＵ－Ｔ活動の作業方法、ＳＧ構成・ＳＧ間調整、戦略・計画、

ＷＴＳＡ準備」でございます。我が国からは、副議長としましてＮＥＣ、永沼様が選出

されております。 

 ２．最近の主な議論としまして３点挙げております。①今会期のＴＳＡＧ会合の体制

の承認ということで、従来はＴＳＡＧプレナリの下にラポーターグループを複数設置し
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ておりましたが、ＴＳＡＧプレナリとラポーターグループの間に２つのワーキングパー

ティー（ＷＰ）を設置する体制としました。これによりまして、ラポーターグループの

作業をＷＰで承認する体制となりました。②メタバースＦＧにつきましては、先ほどＳ

Ｇ１６でも触れましたけれども、扱う領域が幅広いことから、親ＳＧをＳＧ１６ではな

くＴＳＡＧとして設置することが承認されたところです。③次会期、来年のＷＴＳＡの

後なので２０２５年から２０２８年の会期のＳＧ構成に向けた議論につきましては、前

の会期、２０２２年のＷＴＳＡまでに検討しましたＳＧ再編のアクションプランの今後

の進め方が議論されまして、今後の進め方について承認されたという状況でございます。 

 私からＴＳＡＧの御説明は以上です。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 それでは、ＴＳＡＧ副議長の永沼専門委員より、補足コメントがあればお願いいたし

ます。 

○永沼専門委員  ＮＥＣの永沼でございます。 

 ただいま重野様より御説明いただいたとおりでございますが、１２月にＴＳＡＧ会合

第１回が開催されております。 

 ２の最近の主な議論の１番目で、今回、２つのＷＰ制になったというところで、その

下、実際の議論というものはラポーターグループで行われていくわけですが、今回、４

つのラポーターグループが立ち上がっております。ＷＰ１は基本的に作業方法のところ、

それからＷＴＳＡの準備をしていきますので、これらに関するラポーターグループが立

ち上がっているということでございます。ＷＰ２に関しましては、ＳＧの構成とか調整

を行うところです。それと、研究対象には書いていないんですが、今、ＴＳＡＧの中で

一つ大きな話として、インダストリーエンゲージメントというものがございます。これ

はつまりは産業界をどう巻き込んでいくかというところで、そちらに関するラポーター

グループも立ち上がっているところでございます。この体制をもちまして進めていくわ

けですが、特に３番目にあります次会期の再編に向けた検討というのが、多分、日本の

方も結構関心の強いところであると思いますが、こちらに関しましては、ＳＧ構成の部

分で議論していくことになっております。こちらのラポーターとしまして、私がラポー

ターを拝命しまして、特に次の構成につきましては、アメリカの方を専任のアソシエー

トラポーターという体制を敷いておりますので、これらを議論していくことになります。

ここの研究対象になっている（１）にある内容につきましては、いずれも非常に重要な
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トピックとなっておりますが、次のＷＴＳＡが１年半後に来てしまうということで、今

回の会期は非常に短いというところもありまして、細かな議論は、これから２月以降、

それぞれのラポーターグループの中で、月に１回ずつ、ないしはもうちょっと多い頻度

で、中間会合という形で議論を進めてまいりますので、非常に速い速度でいろいろな議

論が行われていく状況にはなっております。適宜、こちらも日本のほうで対応していく

というところをフォローしていきたいと考えております。 

 私からは以上です。ありがとうございます。 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 以上、ＩＴＵ－ＴのＳＧ活動状況の全体につきまして御説明があったんですけれども、

先ほどおられなかったＳＧ１３の谷川様はまだですかね。 

○重野国際情報分析官  入られていないようですので、スキップでお願いいたします。 

○三瓶部会長  そうですか。はい、分かりました。 

 では、以上の御説明に対しまして、御質問、御意見ございますでしょうか。 

 なければ、取りあえず私から、ＳＧ５についてですが、ＳＧ５の研究対象に「循環経

済」というのが入っているんですけれども、これはどういう経緯で入ったのかというこ

とと、特にここには活動内容が書かれていなかったんですが、どんなことをされている

んでしょうか。 

○高谷様  ＳＧ５副議長の高谷でございます。 

 三瓶先生から御質問いただいた「循環経済」ですが、もともとＩＣＴ機器にもデバイ

スを含め、ワイヤーであれば銅資源、ファイバー資源、いろいろ資源を使いますので、

これの環境負荷を下げることと、もう一つは効率を上げる、サステナブルにするといっ

たところで、ＷＴＳＡで決まりました決議７９にも書いてございまして、ＳＧ５の使命

となっております。ここに書いていないところが、今回ちょうどＣＯＰ２７がエジプト

で開催されたこともあって、そこをメインにやっているラポーター、エジプトの副議長

がメインでやっていたのですけど、そっちで手に負えなくなって、ここのところ、活動

としてあまり進捗が進んでいないところもあって、主なトピックとして書いてございま

せん、申し訳ございません。 

○三瓶部会長  そうですか。そうすると、これは循環経済全体をやっているというより

も、循環経済の中でＩＴＵ－Ｔに関係する部分の資源循環とかが中心ということですか。 

○高谷様  そうですね。基本、ＩＴＵのミッションでございますキャリアもしくはベン
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ダーに対して、そういったサステナブルなことが実現できるようなガイダンス等をつく

っております。 

○三瓶部会長  はい、分かりました。 

 では、ほか、いかがでしょうか。 

○上村専門委員  すみません、よろしいでしょうか。 

○三瓶部会長  どうぞ。 

○上村専門委員  ソフトバンクでございます。 

 ＳＧ２０で、インドから地域グループ設立提案の発言ということですけれども、ＩＴ

Ｕ－Ｔ関連は、ＡＰＴの下にはＡＳＴＡＰなんかがあるところですけれども、インドか

らの地域グループ設立提案、ＳＧ２０なので、ＩｏＴ、スマートシティ・コミュニティ

ーというところですが、こちらの背景など、お分かりになりますでしょうか。 

○重野国際情報分析官  山田様からお願いできますでしょうか。 

○山田様  ＮＥＣ、山田です。 

 御指摘のとおり、アジア太平洋地域にはＡＰＴ、ＡＳＴＡＰという組織が既にござい

まして、このインドからの提案については重複が懸念されるところとなります。したが

いまして、私どもとしては、まずはＡＰＴでインドが提案している同様の活動ができる

のか、まずＡＳＴＡＰで議論しましょうということをこちら側からサジェスチョンして

いくという想定でおります。それに対しては、ほかの近隣の国とも協調しながら対応す

るというところでございます。インドがなぜこれを提案してきたかという真意はちょっ

と定かではありませんが、恐らく次の会期に向けて、ＷＴＳＡ、次はインドがホスト国

であり、かなり力を入れている状況で、ポジション、役職を確保するとかという、何か

裏の思惑があるのではないかと見ております。 

 以上です。 

○上村専門委員  ありがとうございます。 

 ＡＳＴＡＰ議長、岩田様もいらっしゃるんですが、何かその辺の情報等々、入ってい

るものでしょうか。 

○岩田専門委員  岩田です。私、議長でなくて副議長なんですけれども。 

○上村専門委員  失礼いたしました。 

○岩田専門委員  いろいろと関連の情報は集めつつあるんですけれども、背景からする

と、インドがｏｎｅＭ２ＭというＩｏＴの標準があるんですけど、それを国家標準にし
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てＩｏＴを進めている中で、やはり力を入れているエリアなので、そういう発言があっ

たのかもしれません。山田さんからありましたように、既にＡＰＴの中にＡＳＴＡＰと

いう枠組みがございまして、その中でＩＴＵのＳＧの関連情報については、ＥＧ（Expert 

Group） ＩＴＵ‐Ｔ、釼吉さんが議長をなされていますけど、そこでシェアされており

ます。また、山田さんが議長を務めておりますＥＧ ＩｏＴでそれらの関連の議論が行わ

れている状況がございますので、ほかのアジアのＳＤＯも含めて、ＡＳＴＡＰでやるべ

きであるということを、今、裏で調整しているところでございます。 

 以上です。 

○上村専門委員  承知しました、ありがとうございました。 

○三瓶部会長  ありがとうございます。 

 ほか、いかがですか。よろしいでしょうか。 

○梶原専門委員  すみません、よろしいですか。 

○三瓶部会長  はい、どうぞ。 

○梶原専門委員  富士通の梶原です。私もＳＧ５のところで、少しコメント、質問させ

ていただきたいと思いました。比較的全般的に「中国からの新しい提案」という表現が

多く文章に出てきているのですが、１点目の質問は、ＩＴＵのこのような活動において、

地政学的な環境変化の影響有無など、中国のこのような標準化の動きに対して、今まで

と変わっていないのか、中国からの新しい提案がとても多いという印象を受けましたの

でそのお話が１点と、一般論で申し訳ございませんが、ＳＧ５のところで、スマートフ

ォンとサーバのＣＯ２排出のガイドラインという箇所があり、これも中国提案で、グロ

ーバルに見て、どういう方向でガイドラインをつくろうとしていくのか、そのバックグ

ラウンド、その辺の背景の要素があるのか、あるいは日本として、どのような方向のこ

とを想定できるかということがあれば教えていただきたいと存じます。 

○重野国際情報分析官  高谷様、お願いできればと思います。 

○高谷様  再びＮＴＴ、高谷です。御質問いただき、ありがとうございます。 

 ＳＧ５のメンバーの中に、やはり中国の方が多いものですから、提案というのは多く

なっております。その中で、昨今、やはりマネジメントチーム、ラポーターも含めて、

今取り組んでいる一つの対策としては、どうしても中国の場合、こういった国際的な文

書をつくると国ですごく褒められる、成果になるのか分からないんですけど、乱発して

くるところがございます。そのため、まず、エディティングのところと最初のスコープ
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のところで、必ずそれがグローバルなキャリア、ベンダーに役立つのかというところで、

そこの部分を議長、副議長、ラポーター、ＷＰ議長も含めて、まず、提案の時点で、か

なり、もむようになっております。さらに、簡易的に電子投票でこういった勧告案も上

げる、承認された後も、各国からのコメント等がございますが、その辺りの文章も私た

ちはかなり注意しておりまして、その後、ＳＧでもう一度、承認プロセスを踏むわけで

すけれども、その中で必ず、再度同じようなコメントをされないようにプロセスを踏む

ようなところがございます。一番は、やはり提案としてはいいものもたくさんあるんで

すが、どうしても文章力とかについては、まだまだのところが多い。経験不足の方が多

いところございますので、その辺り、マネジメントチームを含めて、ＳＧ５の中で、か

なり意識してやっているところでございます。 

 ２つ目の御質問ですけれども、こういったサーバとかスマートフォン、それぞれＩＣ

Ｔ機器の一つ一つの要素でございまして、国連からのミッションで、特にテレビ会議も

含めて、従来は移動を少なくするということで、ＩＣＴ機器というものはすごくＣＯ２排

出を削減するというところだったんですけれども、この辺をもう１回、ライフスタイル

も仕事の仕方も変わったということで、本当にそれ自身のＣＯ２排出というものをきち

んと、もともと移動手段に対してよかったという概念から、それぞれの本当の排出量と

いうものをきちんと明確にやらないといけないとなってきてございますので、その辺り

を正確に、テクニカルにも評価しながらやっていくといった方向性で進んでおります。

回答になっていますでしょうか。 

○梶原専門委員  はい、御丁寧にありがとうございました。分かりました。 

○三瓶部会長  ほか、いかがでしょうか。 

 よろしいですか。 

 

（２）その他 

 

○三瓶部会長  では最後に、議題２、その他に移りたいと思います。委員会の活動及び

ＩＴＵ電気通信標準化局長選挙の結果につきまして、事務局より御説明をお願いいたし

ます。 

○重野国際情報分析官  事務局より２点、御報告させていただきたいと思います。 

 最初に資料２０－２、エクセル表ですけれども、ＩＴＵ部会における委員会の設置及
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び運営についてというＩＴＵ部会決定第５号におきまして、委員会の議事については、

次の部会に報告するものとするとされております。 

 前回、ＩＴＵ部会は昨年４月２６日に開催されておりますけれども、それ以降に開催

された６個の委員会の議事につきまして、資料２０－２にまとめております。２つの委

員会は開催がなかったですけれども、ほかの委員会は複数開催がありまして、特に地上

業務委員会は、先ほど冒頭でも、委員による部会長の互選について御説明しましたけれ

ども、今年１月２０日に開催しております。 

 資料２０－２につきましては以上でございます。 

 続きまして、参考資料２０－３です。既に皆様御存じとは思いますけれども、昨年９

月、内藤審議官からの挨拶でもありましたけれども、ＩＴＵ幹部選挙におきまして、Ｉ

ＴＵ－Ｔを担当する電気通信標準化局長にＮＴＴの尾上誠蔵様が当選し、今年１月から

既に着任しております。選挙結果の概要はこちらの資料でございます。総務省としまし

ても、尾上新局長が就任されたことを踏まえまして、ＩＴＵ、それからＩＴＵ－Ｔと今

後より積極的に連携しまして、活動に対し、貢献してまいりたいと思います。 

 私からの御説明は２点、以上です。 

○三瓶部会長  どうもありがとうございました。 

 では、ほかに皆様から何かございますでしょうか。 

 よろしいですかね。 

 ないようでしたら、以上をもちまして、本日の議事は全て終了となります。 

 では最後に、今後の予定などにつきまして、事務局よりお願いいたします。 

○重野国際情報分析官  事務局でございます。 

 資料２０－１、パワーポイントの最後のページの表示をお願いいたします。 

 ＩＴＵ関連のスケジュール（ＩＴＵ部会関連のみ）ということで、こちらにまとめて

おります。 

 一番左下、本日、ＩＴＵ部会がございまして、明日、電気通信システム委員会がござ

います。いずれもＩＴＵ－Ｔの現状報告をさせていただきます。 

 それから、今年の１１月に、上のほうにＲＡ－２３、無線通信総会がドバイで開催さ

れる予定となっておりまして、これに向けた答申を今後９月、１０月頃にしていただく

ことになります。それに向けまして、今年の５月頃に、本日はＩＴＵ－Ｔでしたけれど

も、ＩＴＵ－Ｒの現状報告をさせていただきたいと考えております。また、少し先にな
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りますけれども、来年の１１月頃には、ＷＴＳＡ－２４が早くもあることから、来年は

ＩＴＵ－Ｔ、それからＷＴＳＡにつきまして、主に御検討、御審議いただきたいと考え

ておるところです。 

 次の部会の日程につきましては、部会長と調整の上、別途、事務局より御案内を差し

上げますので、よろしくお願いいたします。 

 私からは以上です。 

 

閉  会 

 

○三瓶部会長  ありがとうございました。 

 それでは、以上をもちまして、ＩＴＵ部会第２０回会合を閉会いたします。本日はお

忙しいところ、どうもありがとうございました。 

 


